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都市域における植生景観の立地特性に関する研究

都市生態系の保全・創出計画策定支援を目的とした植生景観図に関する研究 その１

A STUDY ON LOCATION CHARACTERISTICS OF THE VEGETATION LANDSCAPES IN URBAN AERA 
Making the vegetation landscape map for supporting urban ecosystem planning, Part1 

宮本 慧*，田中 貴宏**，大野 啓一***，佐藤 裕一****，佐土原 聡*****

Kei MIYAMOTO, Takahiro TANAKA, Keiichi OHNO, Yuichi SATO and Satoru SADOHARA  

In recent years, many people are beginning to be interested in the ecological issues. However, green coverage ratio is decreasing by the 
urban developments. It causes decline of quality of ecosystem services and the quality of city life. The purpose of this study is to analyze the 
location characteristics of each vegetation landscape classifications by the results of field survey in Hadano. In addition, authors try to 
make the vegetation landscape map for supporting urban landscape planning. As a result, vegetation landscape in Hadano is classified into 
three categories, urban landscape, agricultural landscape, and Satoyama landscape. Furthermore, the landscapes can be classified into 11 
vegetation landscapes by using the vegetation landscape classification table. Moreover, location characteristics of each vegetation 
landscapes are analyzed by using GIS. Finally, vegetation landscape map that includes 16 categories by using the results above is made. 
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１．はじめに

2010 年に名古屋で第 10 回生物多様性条約締約国会議（COP10）

が開催されるなど、近年、我が国においても生態系や生物多様性に

対する関心が高まりつつあるが、その一方で、都市域では開発行為

等による緑地の減少が未だに進んでいる。緑地の減少は、人間が都

市生態系注 1)から享受するサービスである生態系サービス 1)（大気浄

化効果、気候緩和効果、水源涵養効果、斜面災害防止効果、心理的

効果等）の低下を引き起こし、さらには都市生活の質の低下にもつ

ながると言われており、そのため、適切な形で緑地を保全すること

が求められる。また、既に人口減少時代に突入している我が国では、

今後、都市内にも未利用地や低利用地が出現するため、逆にそれら

の土地を有効活用することにより、生態系サービスを有効に活用し

た都市づくりが可能になると考えられる。 

生態系サービスを有効に活用するための保全・創出の計画を検討

するにあたり、都市内のそれぞれの土地や緑地の特性を把握する必

要がある。特に植生は生態系の基盤のひとつであり、現状の植生分

布を把握することは、それぞれの土地や緑地の適正な利用を検討す

る上で有効であると考えられる。このような植生の現況を表す地図

の一つとして現存植生図例えば 2) 3)がある。しかし現存植生図は、作成

に多くの時間を要し、また、その読み取りに専門知識が必要である

ため、有効に活用されているとは言い難い 4)。一方で、群植物社会

学注 2)に基づき、植生を景観注 3)単位で分類する植生景観図がある。こ

の植生景観図は、植生景観を指標として、それぞれの場所の環境特

性や緑地機能を表すことができ、土地利用計画や緑地計画などの具

体的な環境計画の支援が可能とされている 5) 。しかし、これまでこ

の植生景観図が市域スケールでは作成されておらず、また、作成事

例も少ない。 
 そこで本研究では、市街地から里山まで、多様な環境を有する神

奈川県秦野市（図 1）を対象に、植生景観図を作成し、その計画面

の有効性を検討することを最終目的とした。本稿はその第一歩とし

て、対象地内のサンプル地点における植生景観調査を行い、各植生

景観区分の立地特性を分析することを目的とした。また、その分析

結果から植生景観図の作成を試みた。なお、秦野市の潜在自然植生

域は常緑広葉樹林帯であり、これは関東から九州にかけて広く分布

している 6)。 

計画への活用を意図した都市生態系の地図化に関する既往の研究

として、ビオトープ地図 7)8)や現存植生環境動態図 9)に関する研究が

ある。ビオトープ地図は「生態的な価値の高い地域」の抽出が主目

的であり、本研究で最終的に意図している生態系サービス（緑地機

能）の評価という視点とは異なる。また、現存植生環境動態図は大 
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